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１． はじめに 

近年，ナノサイズのフィラーを高分子材料に均一

に分散，複合化することにより，高分子材料の物性

の改良・向上を図ろうとする種々の検討が行われて

いる．その中の多くは，フィラーにモンモリロナイ

ト等の粘土鉱物を使用しており，弾性率の向上，熱

膨張係数の低減，ガス透過率の低減，吸水・寸法安

定性の改善等の効果が報告 1)されている．一方，ナ

ノファイーバーをフィラーとして用いた検討も行わ

れており，その中では，セルロースナノファイバー

が環境配慮型材料と言う点からも注目されている．

当ファイバーに関する検討には，セルロースナノフ

ァイバーの製造方法（ファイバーのナノ化）に関す

るものや，フェノール樹脂との複合化に関するもの

等が報告 2)されている． 

ここでは，ポリ乳酸樹脂エマルジョン接着剤の耐

熱性向上を目的として，ポリ乳酸樹脂エマルジョン

接着剤へのモンモリロナイトの配合を検討し，汎用

樹脂の強度向上を目的として，ポリエチレン樹脂シ

ートと微細セルロース繊維シートの複合化を検討し

た． 

 

２． 実験方法 
２．１ エマルジョン樹脂接着剤へのモン

モリロナイトの配合 
ポリ乳酸樹脂エマルジョン接着剤には，ランディ

ーPL-1000（ミヨシ樹脂（株）），モンモリロナイト

には，クニピア－F（クニミネ工業（株））を使用し 

 

＊ 材料技術研究課 

た．下記にランディーPL-1000（以下 PL1000）の

物性値を示す． 
 粒径：5µm  有効分：40%  粘度：1Pa・s 

  イオン性：弱アニオン性  増膜温度：160℃ 

モンモリロナイトの PL1000 への配合は，攪拌機

により所定時間両者を撹拌・混合することにより行

った． 

接着強度の測定は，ブロックせん断試験により行

い，比着材にはヒノキ板目材を使用した．接着時の

圧締圧力は 5kgf/cm2，加熱温度は 180℃とし，30

分加熱した後，概ね 35℃に達するまで加圧状態で放

冷した．試験片は，20℃，65％RH の雰囲気で養生

後試験に供し，熱処理は，養生後の試験片を 90℃の

乾燥機中に 21 時間静置加熱することにより行った． 

２．２ ポリエチレンシートと微細セルロ
ース繊維の複合化 

ポリエチレンシートは，ポリエチレン（Novatec-LD 

日本ポリエチレン（株））樹脂をプレスにより170℃

で加熱圧締することにより調製し，調製したポリエ

チレンシートの厚みは，概ね0.25mmであった． 

微細セルロース繊維には，セリッシュKY-100G（ダ

イセル化学工業（株））を使用した．セリッシュは，

植物繊維をミクロフィブリル化したもので，繊維の

太さは0.1～0.01µmである． 

微細セルロース繊維のシート化は，紙漉の要領で

行った．つまり，微細セルロース繊維スラリーに水

を加え所定の濃度に稀釈後，濾紙を濾過膜として吸

引濾過し，その後乾燥機にて乾燥して調製した． 

複合化は，2枚のポリエチレンシート間に微細セル

ロース繊維シートを挟み，プレスにより170℃で加




